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イメージングシステムにおける照射・結像手法について、大きくスキャン方式とスナップショ

ット方式の二種類に分けられる。スキャン方式では、照明光を点あるいは線状にし、サンプルを

スキャンしながら、シングルピクセルディテクターや 1 次元フォトダイオードアレイを用いて画

像が取得する。それに対して、スナップショット方式では、一度の照射でレンズなどを用いて対

象物を結像し、結像面に CCD や CMOS イメージセンサなどの撮像素子を用いて、スキャン方式

より早く画像が取得することができる。一方、撮像素子の感度や比検出能力は波長によって大き

く変わる。例えば、中赤外領域に対して感度を有するMCT (HgCdTe) 検出器では、熱雑音が大き

いため、液体窒素で冷却しても可視領域に対して感度を有するシリコンベースの検出器における

比検出能力に匹敵しない。そこで、中赤外光を可視光に波長変換すれば、シリコンベースの検出

器を用いてより高い比検出能力でイメージングを行うことができる。 

本研究では、中赤外超短パルスを用いて対象物を照射し、結像面に非線形結晶を設置し、別の

近赤外超短パルスを照射して、和周波発生より波長変換を行う [1]。発生した可視光は中赤外光の

スペクトルを保ったまま、シリコンベースのハイパースペクトルカメラでイメージングを行う [1]。

ここで、非線形結晶の設置場所において、中赤外光ビームと近赤外光ビームは両方とも平行ビー

ムにすることが理想であるが、変換効率を上げるために、ビーム径を小さくしなければならない。

一方、高い変換効率が必要な場合、中赤外ビームを結晶に集光するような光学系にしなければな

らない。スナップショット法を用いた場合、イメージの倍率は赤外光の波長に依存することがわ

かった。本講演では、スナップショット法を用いた波長変換イメージングにおける倍率の波長依

存性の理論計算と実験検証の結果、および補正する方法を紹介する。 
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